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夫つま
よ
り
も　

犬
を
大
事
に　

す
る
女
房

年
老
い
て　

若
さ
の
と
う
と
さ　

し
み
じ
み
と

ぢ
い
さ
ん
と　

ま
く
ら
並
べ
て　

見
る
テ
レ
ビ

株
高
値　

な
の
に
景
気
は　

冬
景
色	

も
み
じ
手
に　

ポ
チ
袋
持
ち　

孫
笑
う

病へ
や室
か
ら
も　

車ま
ど窓
で
も
愛いと
し　

乙
女
が
池

夜
食
せ
し　

寮
の
友
ら
と　

宴
か
な	

夕
焼
け
の　

向
こ
う
の
夫つま
に　

か
た
り
か
け

徒つれ
づ
れ然
に　

書しょ
も
つ物
読
み
解
く　

夜
長
か
な

我
が
胸
も　

雪
も
溶
か
す
や　

び
わ
の
湖うみ

朝
ド
ラ
に　

は
ま
っ
た
私　

家
事
は
次

籾もみ
が
ら
に　

首
ま
で
埋うず
も
れ　

夫めお
と
は
と

婦
鳩

朗ろう
ろ
う朗
と　

吟う
た詠
い
し
君
や　

華
と
咲
き

霜しも
ば
れ晴
で　

ヒ
ナ
の
鼻
に　

光
ひ
か
り
い
っ
て
ん

一
点	

そ
よ
か
ぜ
に　

コ
ス
モ
ス
揺
れ
る　

心
も
よ
う

残ざん
ぎ
く菊
の　

香
り
仄ほの
か
に　

庭
の
隅	

柿
落
ち
て　

鳥
が
啄ついばむ　

杣
の
道	

亡
き
母
と　

似
て
る
鏡
の　

中
の
顔	

山
並
も　

日
毎
に
移
る　

秋
の
色	

蝦え
ぞ夷
に
住
む　

魚うお
へ
ん
に
鬼　

い
と
う
な
り

主ある
じな
き　

空
地
だ
け
が　

ア
チ
コ
チ
に

な
ん
と
な
ん
と　

十
月
桜　

見
い
つ
け
た

坊ぼう
も
り守
や　

落
葉
掃
き
寄
せ　

焚たき
び火
か
な

御
嶽
山　

突
然
噴
火　

痛
ま
し
く	

下
が
り
花　

水みず
も面
に
浮
か
び　

幻
想
的

鱒ます
が
採
れ　

今
夜
醤
油
め
し　

生いの
ち
な
が

命
長

カ
キ
ツ
バ
タ　

サ
ク
ラ
に
ヒ
バ
リ　

高
島
市

今こん
ね
ん年
も　

餅
っ
持
た
れ
つ　

暮
ら
し
ま
し
ょ
う

マ
マ
と
同
じ　

速
度
で
歩
く　

車
い
す

新
米
で　

握
っ
た
お
に
ぎ
り　

美
味
し
い
な

注し
め
か
ざ

連
飾
り　

う
ら
ら
か
な
風　

そ
っ
と
撫
で

宝
く
じ　

夢
で
当あた
っ
て　

２
億
円	

穏
や
か
に　

湖びわ
こ面
に
映
え
る　

初
日
の
出

舞
い
上
げ
て　

枯
葉
を
鳥
に　

す
る
風
よ

わ
た
ぼ
う
し　

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の　

百
景
に

朝
も
や
の　

し
づ
け
き
時
は　

歩
が
進
む

大
雪
の　

予
想
当
た
る
か　

へ
こ
き
虫

家
の
中　

い
つ
ど
こ
か
ら
か　

カ
メ
ム
シ
が

高
島
市　

市
制
10
年　

お
め
で
と
う	

市
民
祭　

孫
の
発
表
に　

感
動
し	

天
空
に　

湯
気
立
ち
昇
り　

露
天
風
呂

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

吉
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

山
本　
節
子
（
今
・
新
保
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

西
山　
偲
蓮
（
マ
・
高
木
浜
）

西
山　
　
凛
（
マ
・
高
木
浜
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

上
原　
三
芳
（
新
・
深
溝
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

平
山　
辰
也
（
マ
・
新
保
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

青
春　

襷た
す
きに
か
け
る　

箱
根
越
え	

悪
口
を　

心
貧
し
き　

人
が
言
い	

淋
し
い
と　

思
へ
ば
淋
し
い　

佛づつ
の
前まへ

希
望
持
ち　

夢
は
膨
ら
む　

年
始
め	

未ひつ
じ

年　

和
を
念
じ
つ
つ　

賀
状
書
く

朝
夕
に　

寒
さ
ま
し
ま
す　

夜よ
の
ひ
え
こ
み

比
良
連
峰　

早
く
も
来
た
り　

薄
化
粧

赤こう
は
く白
の　

南
天
ほ
ほ
え
む　

羊
年	

簡
単
に　

煙
草
を
吸
う
場
所　

見
当
ら
な
い

紅も
み
じ
が

葉
狩
り　

義は
は母
と
来
た
道　

日
吉
の
杜もり
へ

楽
し
い
よ　

み
ん
な
笑
顔
で　

万まん
じ
ゅ
か
い

樹
会

年
重
ね　

顔
の
し
わ
ま
で　

母
に
に
て

晩
秋
に　

咲
く
菊
薔ば
ら薇
を　

慈いとおし
む	

仏
像
展　

亡
き
し
人
々
へ　

想
い
よ
せ

県
庁　

見
学
ツ
ア
ー　

感
動
す	

ゴ
ム
手
中
の　

百
足
に
噛
ま
れ
て　

痛
た
た
た

我
慢
す
り
ゃ　

心
の
中
に　

花
が
咲
き

酷こく
ぜ
い税
に　

追
い
打
ち
か
け
る　

物
価
高

異
常
気
象　

七
十
二
候こ
う

を　

攪かく
ら
ん乱
す	

錦
秋
を　

背
に
受
け
静
か
な　

麻
生
村

大だい
じ
ご
と

事
毎　

記
録
に
残
し　

26
年
に
　
っ
　
き
日
記
閉
ず

今こ
の
年
の　

平
穏
無
事
を　

祝
う
屠と
そ蘇

宮
の
内　

し
ず
ま
り
返
る　

初
詣	

大
寒
や　

母
に
尋
ね
し　

誕たん
じ
ょ
う
じ

生
時	

蔦つた
も
み
じ

紅
葉　

壁
一
面
を　

キ
ャ
ン
バ
ス
に

年
を
取
り　

自
分
の
た
ん
じ
ょ
う　

ま
ち
ど
う
し

プ
ラ
ン
タ
ー　

種
と
一
緒
に　

夢
植
え
る

あ
れ
こ
れ
と　

想
い
出
残
し　

除
夜
の
鐘

年
の
暮
れ　

孫
が
杵きね
も
つ　

鏡
餅	

齢とし
だ
け
は　

節
約
す
る
な　

み
な
使
え

陽ひ
ざ差
し
あ
び　

高
島
し
ぐ
れ　

さ
っ
と
過
ぐ

子
も
孫
も　

欲
し
い
時
に
は　

現
れ
る

柚ゆ
ず子
の
香か

の　

雑
煮
ほ
っ
こ
り　

手
に
つ
つ
み

山
裾
に　

生
ご
み
捨
て
し
か　

鳶とんびの
群
れ
舞
う

紅
葉
の　

桜
木
花
に　

ひ
け
と
ら
ず	

青
空
に　

煙
立
ち
た
る　

農
園
か
な	

新
し
き　

旭
未
来
の　

高
島
に	

同
窓
会　

昔
な
つ
か
し　

ち
ゃ
ん
で
よ
び

夕
去
り
て　

湖
面
に
ゆ
れ
る　

月
あ
か
り

七
・
五
・
三　

晴
れ
着
の
子こ
ら等
に　

落
葉
舞
う

生
か
さ
れ
て　

喜
寿
感
謝
の　

ク
ラ
ス
会

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

沢
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

田
中
志
げ
子
（
新
・
深
溝
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

閑
社　
茂
夫
（
マ
・
中
庄
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

みんなで
みんなでつくるみんなのページ すてきな作品をお待ちしています！

郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。
なお、メールで投稿される場合は、漢字の直後に (　) 書きでふりがなを記入してください。
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　１月 26日（月）必着（掲載は３月号）

軽度認知障害とは

お
口
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
高
齢
に
な
る
と
歯
の
数
や
唾
液
の
分
泌
量
の

低
下
、
飲
み
込
む
機
能
の
衰
え
な
ど
か
ら
、
栄

養
を
と
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
口
の
中
に
細
菌

が
繁
殖
し
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
口こ

う
腔く

う
機

能
の
低
下
に
よ
り
唾
液
や
飲
食
物
が
誤
っ
て
気

道
に
入
り
や
す
く
、
そ
の
中
の
細
菌
に
よ
っ
て

「
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
」
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
た
め
、

口
の
中
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
舌
や
頬
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
飲
み

込
む
力
を
高
め
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
唾

液
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
、
消
化
を
助
け
て

く
れ
る
と
と
も
に
、
脳
を
刺
激
し
て
認
知
症
の

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
口
の
手
入
れ
と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
を

習
慣
に
し
、
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

 「
口
の
手
入
れ
」
は
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
！

●
毎
食
後
き
ち
ん
と
歯
磨
き
を

　
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
な
ど
を
活
用
し
丁
寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

●
義
歯
の
手
入
れ
を

　
毎
食
後
、
口
か
ら
は
ず
し
て
流
水
で
磨
き

ま
し
ょ
う
。
就
寝
時
は
水
に
つ
け
る
な
ど
し

て
清
潔
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
舌
に
つ
い
た
汚
れ
も
除
去

　
舌
を
清
掃
す
る
こ
と
で
、
細
菌
の
繁
殖
防

止
や
口
臭
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

●
定
期
的
な
歯
科
検
診
を
受
け
る

　
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
早
期
に
異
常
を

発
見
し
ま
し
ょ
う
。

　認知症を発症する前兆として、日常生
活を送るうえで支障をきたす程ではない
が「同世代と比較して物忘れが激し
いと自覚がある。」「計画を立てた
のに予定通りに物事を行えない。」
など、正常な老化とは明らかに違い、本
人や周りの人がわかるような認知機能低
下を「軽度認知障害（ＭＣＩ）」といい
ます。
　軽度認知障害のある人すべてが認知症
になるとは限りませんが、軽度認知障害
と診断された人の半数以上に、その後ア
ルツハイマー型認知症等への進行がみら
れると言われています。

【早期発見のメリット】
　現在、治療により認知症の進行を遅ら
せることはできても、一部の場合を除き
完治することはできません。そのため、
軽度認知障害の段階で認知機能の低下に
いち早く気づき、予防対策を行うことで、
症状の進行を遅らせることが大切です。

【予防のポイント】
◯塩分を控え、バランスのよい食事をと

りましょう。
◯睡眠を十分にとりましょう。
◯散歩、ラジオ体操、筋力トレーニン

グなど自分に合ったものを選び、定期
的に気持ちよくからだを動かしましょ
う。

◯趣味を生かした活動に参加しましょう
◯計算や音読といった学習や、トランプ、

囲碁、マージャン、ゲームなどを家族
や友人と一緒にコミュニケーションを
通して楽しく行いましょう。

認知症  みんなの笑顔で  支えよう！

家族介護教室

申し込み・お問い合わせ
　１月 14 日（水）までに、各健康いきいき応援センター
までお申し込みください。

　高齢者を介護されている家族の方、過去に介護経験のあ
る方、介護に関心のある方。皆さんで情報交換をしたり、
介護の知識や技術について学んでみませんか。

日時　　 月        日（金）11 時～ 15 時
場所　高島保健センター
内容　11 時～　情報交換
　　　13 時～　学習会
　　　　講演　「かむ、のみ込む、話す
　　　　　　　　～お口のリハビリとケア～」
　　　　講師　高島市民病院
　　　　　　　摂食・嚥下認定看護師　中村真弓氏

１ 16 介護にお悩みの方

　一緒に学びませんか？

【お詫びと訂正】10 月号および 11 月号の当コーナーで誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
（10 月号）　氏名の表記（※表記は敬称を省略します。）　　〈誤〉中西保男　〈正〉中内保男　　　
（11 月号）　田中志げ子さんの下五の表記　　　〈誤〉ひと目暮れん　〈正〉ひと日暮れん
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お
知
ら
せ

　
高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
、
あ
す
く
る
高

島
、
高
島
市
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
窓

口
で
は
、
仕
事
を
し
て
い
な
い
、
就
職
活

動
を
行
っ
て
い
な
い
青
少
年
に
対
し
て
就

労
へ
と
導
く
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
の
自
立
支
援
、
社
会
参
加
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
た
め

の
就
労
や
職
場
体
験
の
受
入
れ
・
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
、
あ
す
く
る

高
島
、
高
島
市
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

窓
口　　（

３
２
）
３
８
２
８

　
７
月
中
旬
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
お

知
ら
せ
を
、
支
給
対
象
者
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
世
帯
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
同
封

の
返
信
用
封
筒
を
利
用
い
た
だ
く
か
、
市

役
所
福
祉
給
付
金
推
進
室
、
各
支
所
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

① 

申
請
書

② 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
旅
券
等

の
写
し
）

※
右
記
の
も
の
が
な
い
場
合
は
、
健
康
保

険
証
等
の
写
し

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い

て
は
添
付
書
類
を
省
略
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

③ 

振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

（
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義

人（
フ
リ
ガ
ナ
）が
分
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

有
料
広
告

申
請
期
間 
１
月
16
日
ま
で
！

▼
申
請
期
限　
１
月
16
日
（
金
）
ま
で

※
申
請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
１
月
16

日
の
消
印
有
効
で
す
。

※
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い
場
合

は
、
受
給
を
辞
退
さ
れ
た
も
の
と
み
な

し
、
給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

福
祉
給
付
金
推
進
室　

　（
２
５
）
８
０
０
９

　

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
農

林
業
を
営
む
す
べ
て
の
方
を
対
象
に

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
林
業
・
農

山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
各
種

政
策
の
基
礎
と
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　
１
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象
の
皆
さ

ん
を
訪
問
し
、
状
況
を
聞
き
取
り
、
調
査

票
の
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。調
査
結
果
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
は
利
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
統
計
課 

　（
２
５
）
８
５
２
７

　
農
業
政
策
課

　（
２
５
）
８
５
１
１

▼
申
込
資
格（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

１
．
市
営
住
宅

　
①
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て

　
　
い
る
方

　
②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

　
③
入
居
予
定
者
全
員
の
収
入
月
額
の

　
　
合
計
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

臨
時
福
祉
給
付
金
と

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

少
年
自
立
支
援
協
力
企
業

の
登
録
募
集

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
実
施
し
ま
す

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

広告募集
広報誌 ■３月号締切　１月 26 日（月）

■掲載料　10,000 円 / １枠（28㎜× 85㎜）

ホームページ ■２月掲載分締切　１月 13 日（火）
■掲載料　１か月 10,000 円
詳しくは市ホームページをご覧ください

　
④
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

　
⑤
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す
方

２
．
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅

　
①
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

　
②
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得
が
一

　
　
定
額
以
上
の
方
（
年
齢
に
よ
っ
て
必

　
　
要
金
額
が
異
な
り
ま
す
。）

　
③
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

▼
募
集
期
間
（
前
記
１
、２
同
様
）

（
定
期
募
集
の
住
宅
）

　
１
月
６
日
（
火
）
～
20
日
（
火
）

（
随
時
募
集
の
住
宅
）

　
随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
１
月
５
日
（
月
）

に
市
役
所
、
各
支
所
の
掲
示
板
で
公
表
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課

　（
２
２
）
０
９
０
４

雇
用
増
進
奨
励
金

　
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
の
中
、
市
内

従
業
員
を
増
員
さ
れ
た
企
業
に
対
し
、
次

の
要
件
で
、
増
加
し
た
市
内
従
業
員
数
に

応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
要
件

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

⑴ 

市
内
に
住
所
が
あ
る
事
業
所
の
事
業
主

⑵ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑶ 

１
月
１
日
を
基
準
と
し
、
前
年
と
比

較
し
て
市
内
従
業
員
を
増
員
し
た
企
業

※
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数
に
よ
っ
て
要

件
が
異
な
り
ま
す
。

▼
奨
励
金
の
額

　
増
加
し
た
市
内
従
業
員
１
人
当
た
り

10
万
円
（
障
が
い
者
は
20
万
円
）

※
交
付
額
の
２
分
の
１
は
地
域
通
貨
ア
イ

カ
で
支
払
い
ま
す
。

▼
申
請
期
間　
１
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
～
３
月
31
日
（
火
）

▼
提
出
書
類　
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
振
興
課

　（
２
５
）
８
５
１
４

　
が
ん
ば
る
市
内
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
対

し
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
助

成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業

▼
募
集
戸
数　
10
件
程
度
（
先
着
順
）

▼
募
集
対
象

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅

⑴
所
有
者
が
自
ら
居
住
し
て
い
る
住
宅　

（
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
）

⑵
木
造
住
宅

⑶
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
、
完
成
さ
れ
た
住
宅

⑷
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
２
階
建

以
下
、
延
べ
床
面
積
が
３
０
０
㎡
以
下
の

住
宅

　
木
造
住
宅
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
改
修
事
業

▼
募
集
戸
数　
２
件
程
度
（
先
着
順
）

▼
募
集
対
象　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派

遣
事
業
等
を
受
診
さ
れ
た
方
で
、
耐
震
診

断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が
０・
７
未

満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
、
上
部
構
造
評

点
０・
７
以
上
と
な
る
よ
う
に
改
修
す
る

工
事
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
率　
定
額

▼
助
成
限
度
額　
10
～
50
万
円
（
工
事
費

に
よ
り
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。
高
齢
者

世
帯
等
に
は
別
途
加
算
が
あ
り
ま
す
。）

▼
募
集
期
限　
１
月
20
日
（
火
）

都
市
計
画
課

　（
２
２
）
０
９
０
４

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成

事
業
の
追
加
募
集

高
島
市
企
業
活
動
支
援
奨
励

金
等
支
援
制
度

27 2015.１月号 262015.１月号
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▼
参
加
費　
一
般　
１
回
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
会
員　
１
回　

   

５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

・

高
島
市
国
際
協
会

　（
２
０
）
１
１
８
０

　（
２
０
）
５
７
５
７

　tifa822@
ares.eonet.ne.jp

①英語サロン中級 ②韓国語サロン

日時

１月 10 日（土）
　・24 日（土）

①９時 30 分～
　　　10 時 30 分
② 10 時 45 分～
　　　11 時 45 分

１月 13 日（火）
　10 時～
　　11 時 30 分
１月 27 日（火）
　13 時 15 分～
　　14 時 45 分

会場 今津東コミュニティセンター

講師 ケビン・
ディーガン先生 坂口直美先生

催
　し

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
生
活
を
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
地
域
で
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
一
緒
に
考
え
る
講
演

会
で
す
。

▼
日
時　
１
月
11
日 （
日
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
内
容　
市
内
の
自
然
景
観
、
高
島
の
良

さ
を
撮
影
し
た
写
真
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　
１
月
31
日
（
土
）
ま
で

▼
応
募
の
条
件

・
お
一
人
３
点
ま
で

・
作
品
ご
と
に
裏
面
に
応
募
用
紙
を
添
付

・
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
チ
ラ
シ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

★
入
賞
さ
れ
た
作
品
は
今
津
サ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
ホ
テ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会

　（
３
３
）
７
１
０
１

（
高
島
市
後
援
）

作
品
募
集
中
！

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
・
大
学

等
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、

高
島
市
育
英
資
金
貸
付
基
金
を
奨
学
金
と

し
て
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。
今
回
平
成
27

年
度
に
進
学
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に

申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
申
請
対
象　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

ま
た
は
出
身
者

▼
募
集
人
数　
若
干
名

▼
貸
付
額

⑴
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
特
別
支

援
学
校
（
高
等
部
）・
専
修
学
校
（
高
等

課
程
で
修
業
年
限
２
年
以
上
）

　
　
　
月
額
２
万
円
を
限
度

⑵
大
学(

短
期
大
学
を
含
む)

・
専
修
学

校
（
専
門
課
程
で
修
業
年
限
２
年
以
上
）

　
　
　
月
額
３
万
円
を
限
度

▼
償
還
期
間　
貸
与
期
間
終
了
後
ま
た
は

中
途
退
学
後
１
年
内
の
据
置
期
間
を
含
め

７
年
以
内

▼
受
付
期
間　
１
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
15
日
（
木
）

※
在
籍
す
る
学
校
を
経
由
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　
書
類
・
作
文
・
面
接
〔
面

接
日
は
後
日
に
通
知
〕
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
高
島
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

学
校
教
育
課

　（
３
２
）
４
４
７
３

　
高
島
市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上

で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
仕
事
を
通
じ

て
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
仲
間
作
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

《
新
旭
地
区
》

・
日
時　
１
月
15
日
（
木
）
10
時
～

・
場
所　
新
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ほ
お
じ
ろ
荘

《
マ
キ
ノ
・
今
津
地
区
》

・
日
時　
１
月
15
日
（
木
）
14
時
～

・
場
所　
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

《
安
曇
川
・
高
島
・
朽
木
地
区
》

・
日
時　
１
月
16
日
（
金
）
10
時
～

・
場
所　
市
役
所
高
島
支
所

・

（
公
社
）
高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
セ
ン
タ
ー

　（
３
６
）
８
１
９
１

高
島
市
育
英
資
金
の

貸
与
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
開
催

第
９
回…

高
島
の
魅
力
を
探
そ
う
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

国
際
交
流
サ
ロ
ン

講
演
会
「
障
が
い
者
虐
待
防

止
と
差
別
解
消
の
視
点
か
ら
」
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高
島
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
パ
ラ

ソ
ル
」
は
、
子
育
て
中
の
パ
パ
や
マ
マ
を

応
援
す
る
た
め
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や

学
習
機
会
を
提
供

す
る
「
ひ
ろ
ば
」

を
毎
月
第
２
水
曜

日
と
第
４
土
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン

　高島市観光物産プラザ「たかしま・まるごと百貨店」
では、毎週土曜日「たかしま・まるごと土曜マルシェ」
を開催しています。新鮮なお野菜やお米、卵、鯖寿司
など、地元のおいしさをまごころ込めて販売していま
す。皆さんのお越しをお待ちしています。

びわ湖高島観光協会　  （33）7103

▼日時　毎週土 曜日    10 時 30 分  ～  15 時
▼場所　観光物産プラザ　イベント広場
　※雨天の場合は、プラザ内エントランスホール
▼内容　野菜、米、卵、鯖寿司　などの販売

す。皆さんのお越しをお待ちしています。

　たかしま・まるごと

マルシェの様子
こだわりの商品をお届けします

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
内
容

　
第
１
部　
講
演

　
　
（
講
師
）
ぽ
て
と
フ
ァ
ー
ム
事
業
団

　
　
　
　
　
代
表
理
事　
佐
野　
武
和
氏

　
第
２
部　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
定
員　
１
０
０
人

▼
申
込
締
切　
１
月
７
日
（
水
）

　

高
島
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
コ
ン
パ
ス

　（
２
２
）
５
５
５
３

▼
日
時　
１
月
24
日
（
土
）
10
時
～
16
時

▼
場
所　
マ
キ
ノ
高
原
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場

▼
内
容　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ギ
ン
ガ
Ｓ  

シ
ョ
ー
、動
物
た
ち
と
綱
引
き
大
会
、ジ
ェ

ラ
ー
ト
早
食
い
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ビ
ン
ゴ
大

会
、
雪
上
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
ふ
る
さ
と
バ

ザ
ー
ル
ほ
か

四
季
遊
園
マ
キ
ノ
交
流
促
進
協
議
会

　（
２
８
）
８
０
０
２

（
高
島
市
後
援
）

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ギ
ン
ガ
Ｓ
が

マ
キ
ノ
高
原
に
や
っ
て
く
る
！

　
お
酒
の
問
題
は
こ
こ
ろ
の
問
題
と
深
く

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
悩
み
を
お
持
ち
の

方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
の
方
と
お
酒
の

問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象
者　
お
酒
の
悩
み
を
抱
え
る
方
、

そ
の
ご
家
族
の
方
、
関
心
の
あ
る
方

▼
内
容　

　
基
調
講
演

　
（
講
師
）滋
賀
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
救
急
科
部
長　
濱
川　
浩　
医
師

　
体
験
発
表　
お
酒
に
悩
む
本
人
、
家
族

▼
参
加
料　
無
料

滋
賀
県
断
酒
同
友
会
事
務
局

　
０
７
４
９
（
５
５
）
０
６
６
１

　

 

滋
賀
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

０
７
７
（
５
６
７
）
５
０
１
０

　

～
お
酒
の
「
怖
い
と
こ
ろ
」
を
正
し
く

　
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
～

お
酒
の
問
題
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

ト
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
の
楽
し
い

体
験
が
た
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
１
月
24
日
（
土
）
10
時
～
14
時

▼
場
所　
高
島
市
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
３
階

▼
参
加
費　
無
料

▼
内
容　

○
手
作
り
教
室
（
万
華
鏡
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
時
計
、
折
り
紙
）

○
牛
乳
パ
ッ
ク
タ
ワ
ー
を
つ
く
ろ
う

◯
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
12
時
開
始
）

◯
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

社
会
教
育
課

　（
３
２
）
４
４
５
７

高
島
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

「
パ
ラ
ソ
ル
」
と

い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ

た
か
し
ま
マ
キ
ノ
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

あ
な
た
は
お
酒
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
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nformationI 暮らしの情報

nformationI文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

湖西地域の文化情報

企画展

９時～ 16時 30分
1/31土

●企画展
近世の甲冑
大溝藩主分部家と家臣の長野家に伝来し
た甲冑・具足を展示します。開催中

高島の歴史と風土に出会える
 継体王朝と古代高島
高島歴史民俗資料館　 （36）1553

●常設展示

高島歴史民俗資料館

マキノ資料館　 （27）1484

マキノの生活文化を伝える
山村・農村・港町の生活

●常設展示マキノ資料館

９時～ 16時 30分
常設展示

  ここでしか、実現できない舞台がある  
　市制 10 周年を記念し、市民音楽祭とさとやま劇場が
ドッキング！
　高島市に“あるもの”で、高島市に“しか”できない
舞台をお届けします。ご期待ください！

※この事業は宝くじの助成を
　受けて開催しています。

●…料金　５００円（全席自由）

高島市制 10 周年記念

13 時 30分開演

今回で 10 回目のステージ、そして、ひ
な祭りジャズコンサート最後のステージ
は、ビッグベルとスイートベルが全力で
熱い演奏をお届けします。応援ゲストに
は京都コンポーザーズジャズオーケスト
ラを迎え、魅惑的なライブをお聴かせし
ます !!

全席自由

ひな祭りジャズコンサート・
ファイナル

高島市民会館

高島市民会館　 （22）1764

一　　般
高校生以下
当日各２００円増

　1,000 円
　500円

草木染・ハタ織教室作品展
（原始バタ・卓上バタ）

藤樹の里文化芸術会館
展示室２

藤樹の里文化芸術会館

入場無料

９時～ 17時
※最終日 16時まで

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

自分たちで染めた糸を使って織りまし
た。藍の生葉・つきみ草・ナンキンハゼ
など、高島市の植物を使っています。
いろいろな作品をご覧ください。

新春にふさわしい書き
初めを１，０００点以
上展示する、歴史ある
展覧会です。

第 36 回　湖西書き初め展
藤樹の里文化芸術会館

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461入場無料

９時～ 17時
※最終日 15時まで

高島市制 10 周年記念

　「たかしま市民音楽祭＆さとやま劇場」の舞
台に参加または写真提供していただく方を募集
しています。あなたも楽しい「舞台体験」を！　
高島の多彩な表情を映し出すために写真提供
を！　みんなで高島市 10 周年を祝う舞台を創
りあげましょう！　詳しくは先月号の広報たか
しまをご覧になるかお問い合わせください。

・ 藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461
写真のデータ提出先：bungei@city.takashima.lg.jp（３ＭＢ以内になるよう分けて送信してください）

朽木資料館　 （38）2339

●常設展示
朽木の歴史にふれる
朽木陣屋と木地師の紹介９時～ 16時 30分

常設展示
朽木資料館

高島市制高島市制高島市制高島市制 101010 周年記念

たかしま市民音楽祭＆さとやま劇場 13時 30分開演
３/ 15日

写真  大募集 !

１/ 10土
２/ 10火

藤樹の里文化芸術会館

13 時 30分開演

音楽療法士、岡本仁司さんによるピアノ
弾き語りコンサート。リクエストにもお
応えします！　

懐かしいメロディを。おしゃべりとともに。
昭和のうたピアノ弾き語りコンサート

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461入場無料　全席自由

　「たかしま市民音楽祭＆さとやま劇場」の舞
台に参加または写真提供していただく方を募集
しています。あなたも楽しい「舞台体験」を！　
高島の多彩な表情を映し出すために写真提供
を！　みんなで高島市 10 周年を祝う舞台を創
りあげましょう！　詳しくは先月号の広報たか
しまをご覧になるかお問い合わせください。

写真  大募集 !写真  大募集 !写真  大募集 !写真  大募集 !

10 時～ 17時

安曇川町田中 426　 （32）0150

「新春・水墨画選抜展」
湖西水墨画会

10 時～ 22時

「描きためた作品たち」

今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414
※最終日　16時まで

洲嵜坦

７時～ 21時
「市制10 周年新春書展」

今津サンブリッジホテル

今津サンブリッジホテル　 （22）6666
※最終日　12時まで

1/ 6火
～ 12月

1/ 24土

２/ ８日
～ 

3/ 1日

３/ 10火

入館無料月・火・祝日
…休

入館無料月・火・祝日
…休

入館無料月・火・祝日
…休

1/1木～31土

1/4日～31土

鑑 賞 無 料無　休

高島市制 10 周年記念

ギャラリー Cafe Cozy

鑑 賞 無 料火・休

ギャラリー 藤乃井

鑑 賞 無 料無　休

1/21水～27火

　
白
銀
の
世
界
が
広
が
る
「
く
つ
き
の
森
」

で
、
冬
の
景
色
を
切
り
取
り
ま
せ
ん
か
。

　
お
手
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
は
プ
リ
ン
ト
し
て
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
に
仕
上
げ
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
８
日
（
日
）
10
時
～
14
時

▼
場
所　
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

▼
対
象
者　
ど
な
た
で
も

　
　
　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　
30
人

▼
参
加
費　
一
人　
５
０
０
円

（
昼
食
・
デ
ジ
カ
メ
は
ご
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
締
切　
２
月
１
日
（
日
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

高
島
森
林
体
験
学
校

　
・
（
３
８
）
２
５
２
７

　info@
takashim

anom
ori.com

写
真
が
自
分
だ
け
の

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
変
身

　
シ
カ
肉
を
使
っ
た
肉
ま
ん
（
ジ
ビ
エ
ま

ん
）
作
り
体
験
で
す
。
森
の
生
き
物
と
人

の
暮
ら
し
の
関
わ
り
を
親
子
で
考
え
て
み

よ
う
。

▼
日
時　
２
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
14
時
30
分

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象
者　
市
内
在
住
の
親
子
（
３
歳
以

上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
）

▼
定
員　
12
組

▼
参
加
費　
親
子
２
人
分
１
，
５
０
０
円

　
一
人
増
え
る
ご
と
に
７
５
０
円
追
加　

▼
募
集
期
間　
１
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
30
日
（
金
）

　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

森
林
公
園
く
つ
き
の
森

　（
３
８
）
８
０
９
９

　（
３
８
）
８
０
１
２

　asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

食
べ
て
み
よ
う
！

親
子
で
作
る
ジ
ビ
エ
ま
ん

森
の
写
真
会

く
つ
き
の
森
を
す
て
き
に
撮
ろ
う

相　談 日　時 場　所 内　容

特設人権なんでも
相談所

人権施策課
　 （25）8524

１月 14 日（水）
13 時 30 分～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関
わる問題で悩んでいませんか？
　ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談ください。
※予約は不要です。

女性の悩み相談室
市民協働課

　 （25）8526

１月
７日・21 日（水）
17 日・31 日（土）
13 時 30 分～ 16 時 30 分
※相談時間一人 50 分以内

働く女性の家

　「こんなこと、相談するほどのことでもないのかな
…」と思わずどんなお悩みでも気軽にご相談ください。
市外から女性カウンセラーを迎え、あなたにあった解
決策を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２

地区別行政相談所
生活相談課

　 （２５）８１２５

１月 16 日（金）
13 時～ 16 時

高島公民館
２階会議室

　行政に関わる相談を行政相談員がお受けし、問題
解決に向け関係行政機関につなげます。
※予約は不要です。

一日年金相談所

保険年金課
　 （２５）８１３７

１月 22 日（木）

　10 時～ 16 時
今津支所

▼申込方法　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９　
　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
※定員になり次第、締め切ります。

相　談（秘密厳守・相談無料）

302015.１月号
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180

1

不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　新年明けましておめでと
うございます。いよいよ新し
い一年の始まりですね。

　一年の始まりと言えば、小学生の頃
は「新年の抱負」を作文で書いていた
なぁと、ふと思い出しました。私は絞
り出すようにいやいや書いていたので
すが、今になって考えてみると、目標
をもつことは日々を充実させるための
良いスパイスになると思います。
　皆さんもぜひ、自分にできる目標を
立ててみませんか？
　今年一年が、これまで以上に飛躍す
る年となりますように！　　　（E）

【 

平
ケ
崎
王
塚
古
墳 
】

　
今
津
町
日ひ
お
き
ま
え

置
前
・
酒さ
な
み波
の
字あ
ざ
境ざ
か
いに
所

在
す
る
「
平
ケ
崎
王
塚
古
墳
」
は
、
二

段
築
成
の
円
墳
で
、
墳ふ
ん
丘き
ゅ
うの
直
径
は
約

56
ｍ
、
高
さ
約
７
ｍ
、
墳ふ
ん

頂ち
ょ
う

部
径
約

18
ｍ
の
規
模
を
も
っ
て
い
ま
す
。
古
墳

の
周
囲
に
は
幅
約
12
ｍ
の
周
し
ゅ
う
濠ご
う
が
め
ぐ

り
古
墳
全
体
で
は
直
径
約
80
ｍ
で
、
平

地
に
築
か
れ
た
古
墳
と
し
て
は
県
下
で

も
最
大
級
の
も
の
で
す
。
高
島
の
古
墳

時
代
の
解
明
に
重
要
な
意
義
を
も
ち
、

「
二
つ
の
王
塚
」

「
二
つ
の
王
塚
」

近
江
の
古
代
史
の
研
究
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
遺
跡
と
し
て
、
昭
和
62
年
３

月
に
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

【 
田
中
王
塚
古
墳 

】

　
安
曇
川
町
田
中
の
泰
山
寺
野
台
地
の

東
端
に
所
在
す
る
「
田
中
王
塚
古
墳
」

は
、
継け
い
体た
い
天
皇
の
父
「
彦ひ
こ
う
し
の
お
う

主
人
王
」
陵

墓
参
考
地
と
さ
れ
、
宮
内
庁
の
管
轄
下

に
あ
り
ま
す
。
詳
細
な
調
査
は
行
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
帆ほ
た
て
が
い
が
た

立
貝
形
を
し
た
二
段

築
成
の
古
墳
で
、
全
長
約
72
ｍ
（
墳
丘

の
直
径
約
65
ｍ
）、
高
さ
約
10
ｍ
の
規

模
を
も
っ
て
い
ま
す
。
墳
丘
周
囲
に
は

埴は
に
わ
へ
ん

輪
片
や
川
原
石
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
墳
丘
上
は
埴
輪
や
葺ふ
き

石い
し

等
で
飾
ら

れ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
採
集
さ
れ
た
埴
輪
の
年
代
観
か
ら

５
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
頃
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平ケ崎王塚古墳（今津町日置前）

▼
古
墳
が
語
る
古
代
高
島

　
二
つ
の
王
塚
古
墳
は
規
模
・
墳ふ
ん
形け
い
・

築
造
方
法
な
ど
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
周
辺
に
は
直
径

10
～
20
ｍ
ク
ラ
ス
の
古
墳
群
が
み
ら

れ
、平
ケ
崎
王
塚・妙
み
ょ
う
見け
ん
山さ
ん
古こ

墳ふ
ん
群ぐ
ん
（
方

墳・円
墳
80
基
）、田
中
古
墳
群
（
方
墳・

円
墳
70
基
）
な
ど
の
一
番
北
側
に
位
置

し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
古
墳
の
築
造
時
期
は
、
平
ケ
崎
王
塚

古
墳
に
つ
い
て
は
出
土
遺
物
が
な
い
た

め
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
５
世
紀

前
半
説
と
後
半
説
が
あ
り
ま
す
。
前
者

の
説
を
と
れ
ば
、
高
島
の
ほ
ぼ
全
域
を

治
め
る
首
長
の
墳ふ
ん

墓ぼ

が
石
田
川
左
岸
か

ら
安
曇
川
右
岸
の
地
に
移
っ
た
と
す
る

考
え
方
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
他
方
、

後
者
の
説
を
と
れ
ば
、
高
島
の
北
と
南

に
二
大
勢
力
が
併
存
し
て
い
た
と
す
る

考
え
方
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
す
。

古
い
に
し
えの

高
島
を
語
る

　
高
島
市
内
に
は
、「
王
塚
」
の
名
前
を
も
つ
二
つ
の
大
型
古
墳
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
平へ

ケが

崎さ
き

王お
う

塚づ
か

古こ
ふ
ん墳

」と
、「
田た

中な
か

王お
う

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

」。

こ
れ
ら
二
つ
の
古
墳
が
語
る
古
代
高
島
を
た
ど
り
ま
す
。

　
▼
古
代
高
島
に
巨
大
勢
力
が
存
在

　
５
世
紀
と
い
う
時
期
に
、
そ
れ
ま
で

の
古
墳
の
規
模
と
は
隔
絶
し
た
大
型
古

墳
が
、
石
田
川
左
岸
や
安
曇
川
右
岸
の

地
に
突
如
出
現
し
た
事
実
は
、
在
地
の

豪
族
の
勢
力
が
こ
の
時
期
に
飛
躍
的
に

拡
大
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
る
の

か
、
そ
れ
以
外
の
勢
力
が
こ
の
地
域
に

な
ん
ら
か
の
目
的
を
も
っ
て
移
住
し
て

き
た
も
の
と
み
る
の
か
に
分
か
れ
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
に

大
型
古
墳
を
造
る
ほ
ど
の
勢
力
が
高
島

に
本
拠
を
置
い
た
こ
と
に
間
違
い
な
い

と
い
え
ま
す
。

文
化
財
課

　（
３
２
）
４
４
６
７

田中王塚古墳（安曇川町田中）



話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

開館日カレンダー

1 月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

今津図書館
（22）3827

10時～ 19時
（土曜 21時まで）休 休 休 休 話 休 休 話 休

安曇川図書館
（32）4711

10時～ 19時
（金曜 21時まで）休 休 休 話 休 休 話 休 休

マキノ図書館
（27）0350 10時～ 18時 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
（38）2324 10時～ 18時 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休
新旭図書室
（25）2811 10時～ 18時 休 休 休 休 休 話 話 休 休 休 休 休 休
高島図書室
（36）2160 10時～ 18時 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

▼貸出延長や予約は各図書館へご連絡ください。

　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

平成26年11月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

マ　キ　ノ

木　田　福太郎 男

今　　　津

吉　里　莉　杏 女

沢　田　眞　志 男

新　　　旭

後　藤　翔　斗 男

濵　松　遼　太 男

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別

石　庭　陽　人 男

岡　本　唯乃莉 女

加　藤　翔　円 男

安　曇　川

小　島　義　翔 男

阿　部　琉　翔 男

金　谷　玲　依 女

本　宮　碧　透 男

氏　　名 性　別

熊　谷　魁　人 男

高　　　島

藤　沢　叶　聖 男

秋　口　音　和 男

小　谷　　　咲 男

朽　　　木

山　下　真　奈 女

人

平成 26年 11月１日から 11月 30日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から了解をいただいた方のみ掲載しています。
「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５１，６８６人……（……－54）
５２，１７３人（－541）

５１,６３２人

２０,１６３世帯

２５,２１２人
２６,４２０人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ

田　辺　な　つ 女 100 小荒路

寺　井　ま　さ 女 97 蛭　口

山　口　泰　子 女 64 中　庄

吉　田　紘　子 女 70 海　津

  今　　　津

河原田　すみ江 女 93 岸　脇

北　川　ヤエ子 女 83 上弘部

木　村　はやみ 女 88 下弘部

西　川　 代子 女 92 今　津

松　本　幸　一 男 84 今　津

吉　弘　新太郎 男 82 今　津

氏　名 性別 年齢 ところ
  新　　　旭

足　立　豊　子 女 66 饗　庭

伊　藤　　　正 男 62 旭

上　妻　ムツヱ 女 90 旭

古　川　俊　弘 男 59 安井川

  安　曇　川

川原林　　　智 男 49 西万木

中　野　とき子 女 93 南船木

橋　本　み　き 女 94 上古賀

早　藤　良　作 男 90 田　中

福　井　フ　サ 女 91 常磐木

本　田　慶　子 女 90 上古賀

氏　名 性別 年齢 ところ

松　田　　　昭 男 50 西万木

松　田　康　男 男 74 上小川

八　木　サ　ト 女 96 南船木

横　井　数　枝 女 57 田　中

  高　　　島

梅　村　榮　生 男 77 城山台

北　野　理　恵 女 39 拝　戸

髙　城　ミ　 女 94 拝　戸

八　田　な　つ 女 91 武曽横山

  朽　　　木

上　藤　な　み 女 91 村　井

平　井　　　嘉 男 79 野　尻

窓口だより

た な べ

て ら い

や ま ぐ ち

よ し だ

か わ は ら だ

き た が わ

き む ら

に し か わ

ま つ も と

よ し ひ ろ

や す こ

ひ ろ こ

え

や え こ

き よ こ

ゆ き か ず

し ん た ろ う

ま つ だ

ま つ だ

や ぎ

よ こ い

う め む ら

き た の

た か ぎ

は っ た

う え ふ じ

ひ ら い

や す お

あきら

さ と

か ず え

よ し お

り え

み か

みよし

お か も と

い し ば

か と う

こ じ ま

あ べ

か な た に

も と み や

く ま が い

ふ じ さ わ

あ き ぐ ち

こ た に

や ま し た

き だ

よ し ざ と

さ わ だ

ご と う

は ま ま つ

い の り

は る と

し ょ う え ん

よ し と

る い と

れ い

あ お と

か い と

と う ま

お と わ

さ く

ま な

ふ く た ろ う

り こ

し ん じ

か な と

り ょ う た

あ だ ち

い と う

こ う づ ま

ふ る か わ

かわらばやし

な か の

は し も と

は や ふ じ

ふ く い

ほ ん だ

と よ こ

ただし

む つ え

と し ひ ろ

さとし

こ

り ょ う さ く

ふ さ

よ し こ

納付のお知らせ１月
項　目 期　別 納期限

国民健康保険税（普通徴収） 第 10 期

2 月 2 日
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 10 期

後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 7 期

下水道使用料（10月～11月使用分） 1 月 期
・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されます。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。
322015.１月号

司書の
　

『まんが日本昔ばなし　今むかし』
川内　彩友美 / 著　（展望社）

「まんが日本昔ばなし」を手が
けた著者が昔話のふるさとをめ
ぐって、その背景や想いを綴っ
た興味深い 1冊。滋賀県から
は「天女の羽衣」が紹介されて
います。

和食はだしをとるのが大変そ
う・・と思っているあなた、昆
布と削り節を水につけて一晩お
くだけの超かんたん「水だし」
で今日から和食にチャレンジ！

『「水だし」さえあれば和食はかんたん！』
武蔵裕子 /著　（主婦の友社）

おいしい午後のティ－タイムの
後は、ティ－バッグの包み紙が
あらあら不思議　かわいい動物
やおいしそうなくだものに大変
身。みんなで作ってみてくださ
い。

『ティ－バッグの包み紙でゆかいな折り紙』
山口真・小野友彰 /著　（ＰＨＰ）

今月のおすすめ 催し物のお知らせ １月※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日本美術に興味のある方は、日
帰りで行ける京都国立博物館へ
一度お出かけになってはどうで
しょうか？　そこで、ガイド
ブックとして日本美術の流れと
ともに作品紹介している本書を
お供にどうぞ。

橋本麻里 / 著　（集英社）
『京都で日本美術をみる［京都国立博物館］』

『世界から猫が消えたなら』 川村元気／著

　この本をまだ読み終えてないころ、中
学時代の同窓生の死と遭遇することにな
りました。皮肉にも告別式が久々に同
級生や恩師との再会の場となってしま
いました。誰もが命に終わりがあるこ
とがわかっていても、常時消えていっ
た人の大切さを感じることができない

ものです。この小説には、人生に役立つ「ぐっとくる
言葉」や教訓を含んでいて「現代のおとぎ話」だとも
解説されています。映画化も決定していますので、映
画鑑賞の前に読んでみてください。（Ｊ・Ｙ）

　この本をまだ読み終えてないころ、中
学時代の同窓生の死と遭遇することにな
りました。皮肉にも告別式が久々に同
級生や恩師との再会の場となってしま
いました。誰もが命に終わりがあるこ
とがわかっていても、常時消えていっ
た人の大切さを感じることができない

ものです。この小説には、人生に役立つ「ぐっとくる

図書館名 内　　　容 開　催　日　時

マキノ図書館 西田哲学学習会
17 日（土）
13 時 30 分～ 15 時

今津図書館

かけはし
「金曜午後の朗読会」

９日（金）
14 時～ 15 時

エントランス展示
「細
ほそ

う永
なご

うに」
　出品者　川邉一平氏

４日（日）～ 31 日（土）
　開館時間中

新旭図書室
ちょっとすてきな

おはなしの時間
10 日（土）
11 時～ 11 時 30 分

Recommended……Bookイチオシ本

33 2015.１月号

　図書館ホ－ムペ－ジをリニュ－アルしま
した。ホ－ムペ－ジで本の予約等ができま
すので、ぜひご利用ください。また、更新
に伴い・これまでＷＥＢサービスをご利用
いただいていた方も「新規パスワード登録」
が必要となります。お手数をおかけします
が、よろしくお願いします。

館内検索用コンピュータ
も新しくなりました

図書館ホームページが

リニューアル！


